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2012.06.22ＲＦトランシーバ電源ＯＮ時のラッシュ電流 

1. 要旨 

この資料は RF トランシーバ電源を ON した場合のラッシュ電流に関する 

注意事項について記載します。 

2. はじめに 

この資料で説明する注意事項は、次のマイコンで適用されます。 

マイコン：R8C/3MQ グループ 

3. 説明 

3.1 ラッシュ電流 

本マイコンは無線通信機能を内蔵し、RF トランシーバ専用に内蔵レギュレータ（内蔵 

レギュレータA）を搭載しております。内蔵レギュレータAの出力端子VREGOUT1(22pin)、 

VREGOUT2(31pin)には電圧安定用外付け容量を接続します。無線通信開始（IDLE 移行） 

時は、内蔵レギュレータ Aを ON 状態にします。その際には、内蔵レギュレータ Aの出力 

端子に接続された外付け容量を充電するためにラッシュ電流が流れます。 
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図 1 内蔵レギュレータ構成 
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3.2 ラッシュ電流注意事項 

ラッシュ電流によりマイコンの電源電圧を降下させる可能性がありますので、 

RF トランシーバ側電源（VCCRF、21pin)と MCU,ベースバンド側電源（VCC、8pin)の 

バイパスコンデンサは、トータル 20uF 以上の容量値にし、容量素子はできるだけ IC 端子 

近傍に配置してください。またマイコンの電源電圧変動（許容リップル電圧）規格を満た 

すように、電源配線抵抗値はできるだけ低く（1Ω以下）して頂くことを推奨します。 

 

図 2 マイコン側の電源電圧変動（許容リップル電圧）規格 

3.3 ラッシュ電流評価 

  弊社で測定しましたラッシュ電流評価結果を表１に示します。図３は測定時の回路 

構成です。測定値は評価ボード、評価環境に左右されますので参考値となります。 

表１ ラッシュ電流評価結果（参考値） 
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注)電流測定のため抵抗 RA を付加し測定 
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図 3 ラッシュ電流評価構成 
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製品ご使用上の注意事項 
ここでは、マイコン製品全体に適用する「使用上の注意事項」について説明します。個別の使用上の注意

事項については、本文を参照してください。なお、本マニュアルの本文と異なる記載がある場合は、本文の

記載が優先するものとします。 
 

1. 未使用端子の処理 

【注意】未使用端子は、本文の「未使用端子の処理」に従って処理してください。 

CMOS製品の入力端子のインピーダンスは、一般に、ハイインピーダンスとなっています。未使用端子

を開放状態で動作させると、誘導現象により、LSI周辺のノイズが印加され、LSI内部で貫通電流が流れ

たり、入力信号と認識されて誤動作を起こす恐れがあります。未使用端子は、本文「未使用端子の処理」

で説明する指示に従い処理してください。 

2. 電源投入時の処置 

【注意】電源投入時は，製品の状態は不定です。 

電源投入時には、LSIの内部回路の状態は不確定であり、レジスタの設定や各端子の状態は不定です。 

外部リセット端子でリセットする製品の場合、電源投入からリセットが有効になるまでの期間、端子の

状態は保証できません。 

同様に、内蔵パワーオンリセット機能を使用してリセットする製品の場合、電源投入からリセットのか

かる一定電圧に達するまでの期間、端子の状態は保証できません。 

3. リザーブアドレスのアクセス禁止 

【注意】リザーブアドレスのアクセスを禁止します。 

アドレス領域には、将来の機能拡張用に割り付けられているリザーブアドレスがあります。これらのア

ドレスをアクセスしたときの動作については、保証できませんので、アクセスしないようにしてくださ

い。 

4. クロックについて 

【注意】リセット時は、クロックが安定した後、リセットを解除してください。 

プログラム実行中のクロック切り替え時は、切り替え先クロックが安定した後に切り替えてください。 

リセット時、外部発振子（または外部発振回路）を用いたクロックで動作を開始するシステムでは、ク

ロックが十分安定した後、リセットを解除してください。また、プログラムの途中で外部発振子（また

は外部発振回路）を用いたクロックに切り替える場合は、切り替え先のクロックが十分安定してから切

り替えてください。 

5. 製品間の相違について 

【注意】型名の異なる製品に変更する場合は、事前に問題ないことをご確認下さい。 

同じグループのマイコンでも型名が違うと、内部メモリ、レイアウトパターンの相違などにより、特性

が異なる場合があります。型名の異なる製品に変更する場合は、製品型名ごとにシステム評価試験を実

施してください。 
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